
【ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ】
富士通、日立、NEC等、IT大手がｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じて

様々なｿﾌﾄを提供する「ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ」の基盤を
構築し始めました。IT会社が企業のﾃﾞｰﾀを集中管理
する方法なので、ﾕｰｻﾞｰはｼｽﾃﾑの利用料を支払いま
すが、高額の初期投資が不要、導入・運用の総ｺｽﾄが
自前の場合より３～４割下がる試算が出ています。
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沼津経営塾開催日

９月３日（木） 沼津電話工事 会議室 PM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【成功しないほうがいい？】
先月号の【目標達成！】を読んで下さった多くの

方から、「小野さんが頑張っている事がとても刺激
になりました！」「今、私も厳しい状況にあります
が、勇気をもらいました！」「私はもう仕事から引
退していますが、ドキドキ感が蘇り、こんな歳でも
何かに挑戦してみようと思いました！」などなど、
“おめでとう！”のメッセージを頂きました。
本当にありがとうございます。頑張った甲斐があり、
すごく嬉しかったです。

しかし、実はある方からこんな事を言われました。
「つまんないんだよね。小野さんの成功した話なん
て聞きたくないんだよ！『馬の耳』の小野さんは、
失敗しながらも頑張っているって方がいいんだよ
ねっ！」と、

えっ？ 正直、驚きました。どうしてそんな事を
言うのだろうと？？？
でも今、ちょっとわかる気がします。もし私が逆の
立場だったら、そういう感情が湧いたかもしれませ
ん。私も自分と比べちゃうんです。他人の成功の話
なんて、面白くはないですし、ましてや自分も頑
張っているのに良い結果が出ていなかったら、「つ
まらない」と感じても無理はないと思うのです。

自分としては「こんな私でも出来ることがあるん
だから、皆さんもガンバって！」と皆さんを勇気付
けるつもりで書いたのですが、嫌な思いをさせてし
まったかもしれない事に気づかせて頂きました。
ところで私は成功しないほうがいいのでしょうか？
そんなぁ～ 少しは成功を体験させて下さいよ～！
そうしないと会社の存続も、この「馬の耳」だって
続ける事が難しくなるのですから！（汗）

これからも、頑張っている私の姿を書くことがあ
るかもしれません。そのときはご希望に添えず、成
功しちゃう事があるかもしれませんが、広～い心と、
あたたか～い目で見守ってほしいと思っています。

今月から、また新しい挑戦を始める事にしました。
一度目標を達成しても、続けなければ意味がないと
思うのです。前回成功してからの挑戦には、プレッ
シャーもかかりますが、そこを乗り越えて頑張って
いきたいと思います。どうか、失敗を期待しないで
下さいね！（汗）

【富士登山】
いやぁ～、やりましたぁ！（ふぅ～）

８月８・９日の二日間で、富士山の頂上まで登って
きました。甘く見てましたねぇ～ 富士山を！！
空気が薄いため息苦しく、九合目付近で高山病に
なった時、体調を崩してもすぐに治療してもらえな
いと思ったら、貧血まで起こしてしまいましたよ。

私は静岡県で生まれ育っていますので、富士山は
とても身近な山です。自宅から車で１時間ほどかけ
て富士山の五合目まで行ってしまえば、そこから頂
上までは５Ｋｍそこそこと昔から聞いていましたか
ら、本当に簡単に考えていました。
しか～し、何事も甘く見たらいけません！ 登る数
日前に、インターネットで下調べをしてビックリし
ました。登山靴やリュック、雨具が必需品って事を
その時、初めて知りました。やっぱり立派な登山
だったのです！ 慌てて買い物に行きましたよ。
本当に確認して良かったです。(汗）

心配していたトイレも一回２００円かかりました
が、さすがに環境省が数億円かけて作っただけある
きれいなバイオトイレで快適した。

ただ一つ私が失敗した事は、ヘアースタイルを気
にして、帽子をかぶらなかった事です。太陽と頭皮
の間で、日光をさえぎるはずのものがあまりにも少
なかった為に、頭皮が日焼けどころか、やけどに
なってしまいました。(涙）

今回ご一緒したツアーのメンバーの中には、７０
歳くらいのご夫婦もいらっしゃいました。重たい荷
物を背負って、２０歳以上若い私とまったく同じ山
道を同じ速度で歩き、頂上まで登頂し、下山したの
に、二人ともケロッとしているのです。
どうして平気なのか聞いてみると、毎日欠かさず、
少しずつでも歩くようにしているとのことでした。
ここでも、｢毎日コツコツ」の強さを見せ付けられ
ましたし、また、実際に一歩一歩の積み重ねが頂上
に続くことを体感する経験でもありました。

あっ！富士山の頂上といえば観測所がありますね。
今では現役から外れてしまったようですが、厳しい
環境の中で私達のために長いこと気象を観測し続け
てくれていました。
実は、うちの会社は富士山の観測所に電話設備を納
品させて頂いたことがあるのです。父がこの薄い空
気の中で作業して、今日の沼津電話があるのかと思
うと、特別な感情が湧いてきました。
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